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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】子供の知育効果を図った知育玩具に、より身近
で子供が興味を持ちやすいからくり機構を組み合わせ、
子供のより一層の知育効果を図ったからくり知育汽車を
提供する。
【解決手段】からくり知育汽車１は、子供の知育効果を
図った知育玩具に、からくりおもちゃに用いられるから
くり機構を組み合わせた汽車体２である。この汽車体２
は、その内部に、からくり機構として、汽車体２が有す
る後車輪２ｃの回転運動を、クランクシャフト２Ａ´を
用いてピストン２ｕの上下方向の往復運動に変換するス
ライダクランク機構２Ａ～２Ｄを有し、知育玩具である
ペグ棒３は、ピストン２ｕの上下方向の往復運動に連動
するからくり機構を有する。この構成により、からくり
知育汽車１は、からくりおもちゃの中でも特に身近な車
のエンジン機構を利用しているために、より実用的であ
り、子供も非常に興味を持ちやすい。
【選択図】図５
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　子供の知育効果を図った知育玩具に、からくりおもちゃに用いられるからくり機構を組
み合わせた汽車体であるからくり知育汽車であって、
　前記汽車体は、その内部に、からくり機構として、当該汽車体が有する車輪の回転運動
を、クランクシャフトを用いてピストンの上下方向の往復運動に変換するスライダクラン
ク機構を有し、
　前記知育玩具は、前記ピストンの上下方向の往復運動に連動するからくり機構を有する
、ことを特徴とするからくり知育汽車。
【請求項２】
　前記知育玩具は、略円筒形状のペグ棒を、円形の穴部に着脱可能に挿し込むペグ挿しと
呼ばれる知育玩具であり、
　前記穴部は、前記汽車体の天面に形成され、
　前記ピストンは、前記汽車体の天板を貫通することで当該汽車体の内側から前記穴部の
底面にまで挿通しており、
　略円筒形状の前記ペグ棒は、その内部に、前記ピストンの上端と当接しながら上下方向
の往復運動をするからくり機構を有する、ことを特徴とする請求項１記載のからくり知育
汽車。
【請求項３】
　前記ペグ棒は、その内部に、その上端には動物の顔を模した動物ブロック、その下端に
は円柱形状の押上げブロックが取り付けられる棒状の押し上げ軸が、上下方向に摺動可能
に配置されており、
　前記押上ブロックは、その下面が前記ピストンの上端と当接しており、
　からくり機構として、当該押上ブロックが前記ピストンの上下方向の往復運動に連動す
ることで、前記押し上げ軸の上端に取り付けられた前記動物ブロックが前記ペグ棒の上面
から出現したり隠れたりする、ことを特徴とする請求項２記載のからくり知育汽車。
【請求項４】
　前記汽車体の天板には、その先端が前記穴部の内側面から出るように、プランジャが埋
め込まれ、
　前記ペグ棒は、内部の上下端側の２か所に、円柱状の孔部が形成され、
　下側の前記円柱状の孔部に位置する前記押し上げ軸の外周には、螺旋状の押しバネが通
され、
　前記ペグ棒の下側の外周面には、その周方向に沿ったリング状の溝部が形成され、
　前記ペグ棒を前記穴部に挿し込んだ際には、前記プランジャの先端が、前記溝部に嵌合
される、ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載のからくり知育汽車。
【請求項５】
　前記汽車体は、その筐体部の少なくとも一側面に透明な透視面を有する、ことを特徴と
する請求項１乃至４のいずれか一項に記載のからくり知育汽車。
【請求項６】
　前記汽車体は、その内部に、前記車輪の回転運動を、当該回転運動とは直交する回転方
向に変換するための歯車機構をさらに有し、
　前記クランクシャフトは、前記歯車機構において変換された前記直交する回転方向に回
転するシャフトと、当該回転軸に連結され偏心カム形状の一対のクランクと、前記クラン
ク及び前記クランクアームを連結するクランク軸と、を備え、
　前記スライダクランク機構は、前記クランクシャフトと、前記一対のクランクの間にそ
の一端が挟持されて前記クランクと前記ピストンとを結ぶ連結棒であるクランクアームと
、前記クランクアームに動きに応じて上下方向の往復運動をする前記ピストンと、を備え
ることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載のからくり知育汽車。
【請求項７】
　前記からくり知育汽車は、その内部に、複数の前記スライダクランク機構を備え、
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　互いに隣り合うスライダクランク機構に備わる偏心カム形状の前記クランクの偏心側の
位相は、９０度ずつ異なるように配置される、ことを特徴とする請求項６記載のからくり
知育汽車。
【請求項８】
　前記からくり知育汽車は、さらに、
　前記汽車体が有する車輪の回転運動に連動し、互いの偏心側の位相が１８０度異なる方
向となるように配置された２つの偏心カムと、
　前記偏心カムの円弧外周面が当接するときに回転するように水平状に設けられた円盤状
のカム受けと、を有するからくり機構を備え、
　前記カム受けには、円弧状の開口部が形成されると共に、当該開口部にはその上端側が
前記汽車体の天板に埋め込み固定されている上下方向に延びた棒状のストッパが通され、
　前記カム受けの回転中心には、上側に延びる柱状の上下軸の下端が接続され、当該上下
軸は前記天板を貫通すると共に、その上端には、略直方体形状の首振り部が取り付けられ
ており、
　当該首振り部の上面には、前記ペグ棒を着脱可能に挿し込むための円形の穴部が形成さ
れる、ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか一項に記載のからくり知育汽車。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、赤ちゃんや児童などの知育効果を図った知育玩具に、より身近で赤ちゃんや
児童が興味を持ちやすいからくり機構を組み合わせたからくり知育汽車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、各種の歯車、カムや糸などの仕掛けを組み合わせたからくり機構を備え、モ
ータや発条などの駆動力を利用して様々なユニークな動作を実現したからくり装置が知ら
れている。例えば、茶運び人形はその典型例であり、駆動源の駆動力を仕掛け部品に伝え
ることでユニークな茶運び動作を実現する。また、例えば、からくり時計に使用されるか
らくり人形は、所定時になると、隠蔽された箇所から登場し、その際にオルゴール音が流
れたり、照明によりライトアップされるものもある。
【０００３】
　このようなからくり装置の一例としては、例えば、腕部の複合的な腕振り動作と上体の
多方向への傾斜運動とにより、実際の人間による演技動作に近いからくり動作が可能なか
らくり人形が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　ところで、赤ちゃんや児童などの知育効果を図った様々な「知育玩具」とよばれる玩具
が広く普及している。この知育玩具とは、幼児や児童の知能的発達を促進する玩具、また
は幼児や児童の学習の助けになる玩具の総称である。学校教育に用いられるいわゆる教材
が知識を増やすために用いられるのに対し、この知育玩具は、考える事や表現する事を通
じて、知能全般の発達を促す事を目的としている。
【０００５】
　ここで、「知育玩具」として主なものを幾つか記載する。例えば「プラステン」は穴の
開いたリングを台にある棒に入れてゆくおもちゃであり、赤ちゃんが棒にリングを挿した
り、抜いたりして遊べるようになっている。「ペグ挿し」は赤ちゃんが棒状のペグ棒を板
状のボードの挿し込んで遊ぶおもちゃであり、両手の器用さを養うことができると共に、
色別や長さ別にペグ棒を指して遊ぶなど、使い方次第では脳を刺激する高度な遊びをする
ことが可能となる。「ネジまわしブロック」はボルトとナットのおもちゃであり、赤ちゃ
んの手先の器用さを養うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
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【特許文献１】特許第2915818号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来よりからくりおもちゃは、複雑な構造を有すると考えられているた
めに、特に赤ちゃんや児童用の知育玩具に応用されることはほとんどない。すなわち、従
来においては、知育玩具に、より身近で赤ちゃんや児童が興味を持ちやすいからくり機構
を取り入れて、赤ちゃんや児童の更なる知能的発達を図った玩具はほとんど知られていな
い。
【０００８】
　本考案は、上記課題に鑑みてなされたものであり、赤ちゃんや児童などの知育効果を図
った知育玩具に、より身近で赤ちゃんや児童が興味を持ちやすいからくり機構を組み合わ
せたからくり知育汽車を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本考案は、子供の知育効果を図った知育玩具に、からくりお
もちゃに用いられるからくり機構を組み合わせた汽車体であるからくり知育汽車であって
、前記汽車体は、その内部に、からくり機構として、当該汽車体が有する車輪の回転運動
を、クランクシャフトを用いてピストンの上下方向の往復運動に変換するスライダクラン
ク機構を有し、前記知育玩具は、前記ピストンの上下方向の往復運動に連動するからくり
機構を有する、ことを特徴とするからくり知育汽車である。
【００１０】
　このからくり知育汽車において、前記知育玩具は、略円筒形状のペグ棒を、円形の穴部
に着脱可能に挿し込むペグ挿しと呼ばれる知育玩具であり、前記穴部は、前記汽車体の天
面に形成され、前記ピストンは、前記汽車体の天板を貫通することで当該汽車体の内側か
ら前記穴部の底面にまで挿通しており、略円筒形状の前記ペグ棒は、その内部に、前記ピ
ストンの上端と当接しながら上下方向の往復運動をするからくり機構を有することが好ま
しい。
【００１１】
　また、このからくり知育汽車において、前記ペグ棒は、その内部に、その上端には動物
の顔を模した動物ブロック、その下端には円柱形状の押上げブロックが取り付けられる棒
状の押し上げ軸が、上下方向に摺動可能に配置されており、前記押上ブロックは、その下
面が前記ピストンの上端と当接しており、からくり機構として、当該押上ブロックが前記
ピストンの上下方向の往復運動に連動することで、前記押し上げ軸の上端に取り付けられ
た前記動物ブロックが前記ペグ棒の上面から出現したり隠れたりすることが好ましい。
【００１２】
　また、このからくり知育汽車において、前記汽車体の天板には、その先端部が前記穴部
の内側面から出るように、ボールプランジャが埋め込まれ、前記ペグ棒は、内部の上下端
側の２か所に、円柱状の孔部が形成され、下側の前記円柱状の孔部に位置する前記押し上
げ軸の外周には、螺旋状の押しバネが通され、前記ペグ棒の下側の外周面には、その周方
向に沿ったリング状の溝部が形成され、前記ペグ棒を前記穴部に挿し込んだ際には、前記
ボールプランジャの先端部が、前記溝部に嵌合されることが好ましい。
【００１３】
　また、このからくり知育汽車において、前記汽車体は、その筐体部の少なくとも一側面
に透明な透視面を有することが好ましい。
【００１４】
　また、このからくり知育汽車において、前記汽車体は、その内部に、前記車輪の回転運
動を、当該回転運動とは直交する回転方向に変換するための歯車機構をさらに有し、前記
クランクシャフトは、少なくとも、前記歯車機構において変換された前記直交する回転方
向に回転するシャフト回転軸と、当該回転軸に連結され偏心カム形状の一対のクランクと
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、前記クランク及び前記クランクアームを連結するクランク軸と、を備え、前記スライダ
クランク機構は、前記クランクシャフトと、前記一対のクランクの間にその一端が挟持さ
れて前記クランクと前記ピストンとを結ぶ連結棒であるクランクアームと、前記クランク
アームに動きに応じて上下方向の往復運動をする前記ピストンと、を備えることが好まし
い。
【００１５】
　また、このからくり知育汽車において、前記からくり知育汽車は、その内部に、複数の
前記スライダクランク機構を備え、互いに隣り合うスライダクランク機構に備わる偏心カ
ム形状の前記クランクの偏心側の位相は、９０度ずつ異なるように配置されることが好ま
しい。
【００１６】
　また、このからくり知育汽車において、前記からくり知育汽車は、さらに、前記汽車体
が有する車輪の回転運動に連動し、互いの偏心側の位相が１８０度異なる方向となるよう
に配置された２つの偏心カムと、前記偏心カムの円弧外周面が当接するときに回転するよ
うに水平状に設けられた円盤状のカム受けと、を有するからくり機構を備え、前記カム受
けには、円弧状の開口部が形成されると共に、当該開口部にはその上端側が前記汽車体の
天板に埋め込み固定されている上下方向に延びた棒状のストッパが通され、前記カム受け
の回転中心には、上側に延びる柱状の上下軸の下端が接続され、当該上下軸は前記天板を
貫通すると共に、その上端には、略直方体形状の首振り部が取り付けられており、当該首
振り部の上面には、前記ペグ棒を着脱可能に挿し込むための円形の穴部が形成されること
が好ましい。
【考案の効果】
【００１７】
　本考案に係るからくり知育汽車は、子供の知育効果を図った知育玩具に、からくりおも
ちゃに用いられるからくり機構を組み合わせた汽車体である。この汽車体は、その内部に
、からくり機構として、当該汽車体が有する車輪の回転運動を、クランクシャフトを用い
てピストンの上下方向の往復運動に変換するスライダクランク機構を有し、知育玩具は、
ピストンの上下方向の往復運動に連動するからくり機構を有する。この構成により、本願
考案に係るからくり知育汽車は、より身近で赤ちゃんや児童が興味を持ちやすいからくり
機構を取り入れ、このからくり知育汽車で遊ぶ子供の更なる知育効果が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】（ａ）本考案の実施の形態に係るからくり知育汽車の正面側の斜視写真図、（ｂ
）同上からくり知育汽車の背面側の斜視写真図である。
【図２】（ａ）同上からくり知育汽車の上面図、（ｂ）同上からくり知育汽車の右側面図
である。
【図３】同上からくり知育汽車の正面図である。
【図４】（ａ）同上からくり知育汽車の透視上面図、（ｂ）同上からくり知育汽車の透視
右側面図である。
【図５】同上からくり知育汽車のＡ－Ａ線断面図である。
【図６】同上からくり知育汽車のＢ－Ｂ線断面図である。
【図７】（ａ）及び（ｂ）同上からくり知育汽車の内部に備わるスライダクランク機構の
写真図である。
【図８】（ａ）同上からくり知育汽車のＣ－Ｃ線破断断面図、（ｂ）同上からくり知育汽
車のＤ－Ｄ線破断断面図、（ｃ）同上からくり知育汽車のＥ－Ｅ線破断断面図、（ｄ）同
上からくり知育汽車のＦ－Ｆ線破断断面図である。
【図９】（ａ）及び（ｂ）同上からくり知育汽車に備わるからくり機構たる動物の飛び出
し機構を説明するための斜視写真図である。
【図１０】同上からくり知育汽車の内部に備わる首振り部のからくり機構を説明するため
の写真図である。
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【図１１】同上からくり知育汽車の内部に備わる首振り部を説明するための写真図である
。
【図１２】（ａ）同上からくり知育汽車のペグ挿しに用いるペグ棒の上面図、（ｂ）同上
ペグ棒の透過側面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
　本考案の実施の形態に係るからくり知育汽車について図面を参照して説明する。図１は
、主として木材部材を用いて組み立てられたからくり知育汽車１の斜視図を示している。
このからくり知育汽車１は、赤ちゃんや児童（総称して子供）の知育効果を図った知育玩
具に、より身近で赤ちゃんや児童が興味を持ちやすいからくり機構（本実施の形態では車
のエンジン機構）を組み合わせたものである。
【００２０】
　なお、本実施の形態における知育玩具とは、略円筒形状のペグ棒を所定の穴部に挿し込
む「ペグ挿し」と呼ばれるものである。この「ペグ挿し」では、赤ちゃんなどが穴に棒を
挿したり、ねじったりする動作をするために、手先、指先を思い通りに動かすための訓練
になる。同時に、赤ちゃんなどが手先を器用に動かしながら、物の仕組みを理解すること
にも繋がる。さらに、赤ちゃんなどが穴にどのような向きで棒を挿せば挿さるのか、どの
方向にネジを回せばネジが取れるのかなどを実際に体感しながら学ぶことができる。この
ように、「ペグ挿し」は非常に高い知育効果を奏している。
【００２１】
　最初に、本実施の形態に係るからくり知育汽車１の構造に関して図１～図５を参照しな
がら説明する。からくり知育汽車１は、例えば、正面視において、幅が２０ｃｍ、奥行き
４９ｃｍ、高さ３２ｃｍ程度の大きさである。
【００２２】
　からくり知育汽車１は、図１に示すように、汽車体２、及びこの汽車体２の天面に設け
られた円形の穴部に着脱可能に挿し込まれる略円筒形状のペグ棒３で構成されている。な
お、以下の説明においては、汽車体２の進行方向に沿う方向を前後方向、この前後方向と
直交し且つ水平な方向を左右方向と記載して説明する。
【００２３】
　汽車体２は、図１に示すように、筐体部２ａ、前車輪２ｂ、後車輪２ｃ、屋根部２ｄ、
及び首振り部２ｅを備える。
【００２４】
　筐体部２ａは、図２及び図３などに示すように、前面板１１、天板１２、後面板１３、
右側面板１４、左側面板１５、及び底板（ベースプレート）１６の６つの板状部材が棒状
の複数の木ダボ２ａ´を用いて締結されている。また、左側面板（一側面）１５は、アク
リル板などの透明な透視面１５´を有する。この結果、からくり知育汽車１を遊ぶ児童が
、汽車体２（筐体部２ａ）の内部に収容されたからくり機構（エンジン機構）の動きを目
視できる。
【００２５】
　それぞれ２個のタイヤから成る前車輪２ｂ、及び後車輪２ｃは、図４の透視図に示すよ
うに、汽車体２の左右方向に延びる棒状のタイヤ軸２ｂ´及びタイヤ軸２ｃ´を用いて一
体接続されている。なお、図４における点線は実際には外側から見えない内部の箇所を示
している。
【００２６】
　タイヤ軸２ｂ´及びタイヤ軸２ｃ´は、それぞれ軸受けとなる支持体２ｆ及び支持体２
ｇに回動可能に軸支されている。また、前車輪２ｂ及び後車輪２ｃの接地面には回転方向
に沿った溝部が設けられ、この溝部には滑り止め用のоリング２ｈが巻回される。このо
リング２ｈがあるために、子供のからくり知育汽車１の運転操作に伴って、前車輪２ｂ及
び後車輪２ｃがスムーズに回転する。
【００２７】
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　筐体部２ａの天板１２の天面には、図４及び図５に示すように、ペグ棒３を着脱可能に
取り付ける上面視で円形の複数（本実施の形態では４つ）の穴部２ｉ～２lが形成されて
いる。また、天板１２には、図４に示すように、屋根部２ｄの底面側に設けられた凸部２
ｄ´と嵌合する凹部２ｍが形成され、凸部２ｄ´と凹部２ｍとが嵌合することで屋根部２
ｄを汽車体２に固定できる。なお、屋根部２ｄは３つの略板状部材を締結して構成されて
いる。
【００２８】
　次に、汽車体２の内部に収容されたからくり機構であるスライダクランク機構に関して
図５～図８を参照しながら説明する。
【００２９】
　図５及び図６に示すように、汽車体２の後車輪２ｃのタイヤ軸２ｃ´には、タイヤ軸２
ｃ´の回転と連動する円盤状歯車となるピンギヤ２ｎが一体貫通されている。また、ピン
ギヤ２ｎに噛み合わされて、このピンギヤ２ｎの回転方向と直交する方向で回転するよう
に配置された円盤状歯車となるピンギヤ２оが、底板１６から立設された板状の支持体２
о´に回動可能に支持されている。すなわち、汽車体２は、その内部に、後車輪２ｃの回
転運動を、当該回転運動とは直交する回転方向に変換するための歯車機構たるピンギヤ２
ｎ，２оを有している。
【００３０】
　ピンギヤ２оには、前後方向に伸長してピンギヤ２оの回転に連動して回転する棒状の
シャフト（回転軸）２ｐの一端側が接続されている。また、シャフト２ｐの他端側は、ス
ライダクランク機構２Ａのクランク２ｑの回転中心を軸受けしており、このクランク２ｑ
は、卵型の偏心力ム形状を有する。また、クランク２ｑと一対となるクランク２ｑ´は、
前後方向に伸びた他の棒状のシャフト（回転軸）２ｒの一端側にその回転中心が軸受けさ
れている。
【００３１】
　また、クランクアーム２ｓは、一対のクランク２ｑ，２ｑ´の偏心側（回転中心との距
離が一定ではない側）にその一端側が挟持される。また、クランク軸２ｔは、クランク２
ｑ，２ｑ´、及びクランクアーム２ｓを連結する。クランクアーム２ｓは、一対のクラン
ク２ｑ，２ｑ´とピストン２ｕとを結ぶ連結棒であり、シャフト２ｐ，２ｒの回転運動を
、ピストン２ｕの上下方向の往復運動として伝達するための部材となる。
【００３２】
　クランクアーム２ｓの他端側は、汽車体２の天板１２を貫通して汽車体２の内側から穴
部２lの底面にまで挿通するピストン２ｕに接続される。この構成により、ピストン２ｕ
の上端が、穴部２lに挿し込まれたペグ棒３の押上げブロックに当接することとなる。な
お、図５に示すように、クランクシャフト２Ａ´は、シャフト２ｐ，２ｒ、クランク２ｑ
，２ｑ´、及びクランク軸２ｔを備える。スライダクランク機構２Ａは、少なくとも、ク
ランクシャフト２Ａ´と、クランクアーム２ｓと、ピストン２ｕとを備える。また、スラ
イダクランク機構２Ａ～２Ｄを総称してエンジン機構と呼ぶ。なお、他のスライダクラン
ク機構２Ｂ～２Ｄもスライダクランク機構２Ａと同様の構成を有するためここでは詳細な
説明は省略する。
【００３３】
　次に、汽車体２に備わる複数のスライダクランク機構２Ａ～２Ｄの位相の違いに関して
図５～図９を参照しながら説明する。
【００３４】
　図５及び図６に示すように、汽車体２は、その内部に、計４つのスライダクランク機構
２Ａ～２Ｄを収容し、互いに隣り合うスライダクランク機構２Ａ～２Ｄに備わる偏心カム
形状のクランク２ｑ，２ｑ´の偏心側の位相は、９０度ずつ異なるように配置される。
【００３５】
　より具体的には、図８に示すように、同一時点において、スライダクランク機構２Ｄの
クランク２ｑ´の偏心側は、その回転中心の上側に（図８（ａ）参照）、スライダクラン
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ク機構２Ｃのクランク２ｑ´の偏心側は、その回転中心の右側に（図８（ｂ）参照）、ス
ライダクランク機構２Ｂのクランク２ｑ´の偏心側は、その回転中心の下側に（図８（ｃ
）参照）、スライダクランク機構２Ａのクランク２ｑ´の偏心側は、その回転中心の左側
に（図８（ｄ）参照）に位置している。すなわち、４つのスライダクランク機構２Ａ～２
Ｄは、互いに隣り合うスライダクランク機構と位相が９０度ずつ異なって回転するように
構成されている。この構成により、からくり知育汽車１では、図５や図９に示すように、
ペグ棒３の内部に収容されている動物ブロック３ａの動物の顔が、一時に同時に外側に現
れるのではなく、順次ひょこひょこと現れては隠れるからくり機能を実現している。
【００３６】
　次に、本実施の形態に係るからくり知育汽車１に備わるからくり機構たる首振り部２ｅ
の構成に関して図４，５，６，１０，１１などを参照しながら説明する。
【００３７】
　図４（ｂ）に示すように、汽車体２の２つの前車輪２ｂを繋ぐタイヤ軸２ｂ´には、略
三角カムの形状を有する２つの偏心カム２１，２２が、互いの偏心側の位相が１８０度異
なる方向で、前車輪２ｂの回転に沿って回転するように一体貫通されている。
【００３８】
　そして、偏心カム２１，２２の上側には、偏心カム２１，２２の円弧外周面２１´，２
２´が当接するときにその回転方向に沿って回転する円盤状のカム受け２３が水平状に配
置され、偏心カム２１，２２の回転運動を、カム受け２３の回転運動へと変換する。
【００３９】
　カム受け２３には、図６や図１０に示すように、首振り範囲（例えば９０度）に対応し
た円弧状の開口部２３´が形成されると共に、この開口部２３´にはその上端側が汽車体
２の天板１２に埋め込み固定されている上下方向に延びた棒状のストッパ２４が通される
。この構成により、首振り部２ｅの首振り範囲を例えば９０度に制限することができる。
【００４０】
　また、カム受け２３の回転中心には、上側に延びる柱状の上下軸２５の下端が接続され
、この上下軸２５は天板１２を貫通すると共に、その上端には、略直方体形状の首振り部
２ｅが取り付けられている。首振り部２ｅの上面には、ペグ棒３を着脱可能に挿し込むた
めの上面視で円形の穴部２ｅ´が形成される。
【００４１】
　この構成により、図１１に示すように、ペグ棒３の内部に収容された動物ブロック３ａ
が、その顔をペグ棒３の上面から押し出した状態を維持しながら、首振り部２ｅの首振り
範囲（例えば９０度）に対応してきょろきょろと首振り動作（からくり動作）を行う。こ
の動物の首振り動作は非常に愛嬌があり、からくり知育汽車１で遊ぶ子供の興味を惹くこ
とができ、更なる知育効果を図ることができる。
【００４２】
　次に、からくり知育汽車１に備わる知育玩具（ペグ挿し）に用いるペグ棒３の構成に関
して図５及び図１２などを参照しながら説明する。
【００４３】
　ペグ棒３は、図５に示すように、汽車体２の天板１２の穴部２ｉ～２l、及び首振り部
２ｅの穴部２ｅ´に着脱可能に挿し込まれるものであり、例えば、直径４０ｍｍ、高さ１
１０ｍｍの略円筒形状を有する。このペグ棒３は、図１２に示すように、内部の上下端側
の２か所に、円柱状の孔部３ｂ，３ｃが形成され、これら孔部３ｂ，３ｃの間には、棒状
の押し上げ軸３ｄが上下方向に摺動可能に挿通されている。
【００４４】
　押し上げ軸３ｄの上端には、キリン、ウサギ、ペンギン、パンダやゾウなどの愛らしい
様々な動物の顔などを模した動物ブロック３ａが着脱可能に取り付けられ、その下端には
、円柱形状の押上げブロック３ｅが取り付けられている。この押上げブロック３ｅの下面
にはピストン２ｕの上端が当接する。
【００４５】
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　また、孔部３ｃに位置する押し上げ軸３ｄの外周には、螺旋状の押しバネ（八幡ネジ）
３ｆが通されている。この押しバネ３ｆは、スライダクランク機構２Ａ～２Ｄのピストン
２ｕにより押上げブロック３ｅが上方向に荷重された場合には圧縮方向の荷重を受け止め
て圧縮方向の衝撃や振動を緩和すると共に、当該荷重が解けると押しバネ３ｆのスプリン
グの力で元の位置に戻る働きをする。
【００４６】
　さらに、ペグ棒３の下側の外周面には、その周方向に沿ったリング状の溝部３ｇが形成
されている。一方、汽車体２の天板１２及び首振り部２ｅには、その先端が穴部２ｉ～２
l，２ｅ´の内側面から出るように、ボールプランジャ２ｖが埋め込まれている。そして
、ペグ棒３を穴部２ｉ～２l，２ｅ´に挿し込んだ際には、ボールプランジャ２ｖの先端
が、溝部３ｇに嵌合される。そして、ボールプランジャ２ｖはスプリングを内蔵しており
、このスプリングで押圧することで、ペグ棒３は、汽車体２の天板１２及び首振り部２ｅ
の穴部２ｉ～２l，２ｅ´に着脱可能に固定される。
【００４７】
　以上の説明により、本実施の形態に係るからくり知育汽車１は、子供の知育効果を図っ
た知育玩具に、からくりおもちゃに用いられるからくり機構を組み合わせた汽車体２であ
る。この汽車体２は、その内部に、からくり機構として、汽車体２が有する後車輪２ｃの
回転運動を、クランクシャフトを用いてピストン２ｕの上下方向の往復運動に変換するス
ライダクランク機構２Ａ～２Ｄを有し、知育玩具は、ピストン２ｕの上下方向の往復運動
に連動するからくり機構（動物の飛び出し機構）を有する。
【００４８】
　この構成により、からくり知育汽車１は、従来にはない全く新しいタイプの知育玩具と
なり、ペグ挿しに、より身近で赤ちゃんや児童が興味を持ちやすいからくり機構（エンジ
ン機構）を組み合わせ、その結果、児童の更なる知能的発達を図ることができる。
【００４９】
　具体的には、からくり知育汽車１は、車のエンジンに使われるスライダクランク機構２
Ａ～２Ｄを、知育玩具であるペグ挿しに組み合わせることで、汽車体２の後車輪２ｃの回
転を、ペグ棒３に内蔵されている動物ブロック３ａの上下方向への往復に変換している。
この結果、子供がペグ棒３を穴部２ｉ～２lに挿し込んだり、汽車体２を操作するなど、
実際に手を動かした動きをすることで、子供の玩具への興味意欲をより一層掻き立てるこ
とができる。また、からくり知育汽車１は、極めて身近な車のエンジン機構を有している
ため、より実用的であり、子供にとって非常に興味を持ちやすい。すなわち、からくり知
育汽車１は、知育玩具としての幅を広げ、より子供の好奇心を向上させ、より学べる玩具
となる。
【００５０】
　また、からくり知育汽車１は、からくり機構を知育玩具（ペグ挿し）に取り入れている
ため、子供がメカニカルを学びながら、知育としての効果をも得られる。さらに、児童な
どが普段、目にすることができないスライダクランク機構２Ａ～２Ｄを、玩具を遊ぶ中で
動作する機能を実際に見ることができ、メカニカルを身近に感じて、より一層メカニカル
への関心が高まり、物の仕組みの理解力を高める効果をも奏する。
【００５１】
　またさらに、からくり知育汽車１は、ペグ挿しで子供の手先の器用さや集中力を上げる
と共に、汽車体２の後車輪２ｃの動きに連動してペグ棒３の中から動物がひょこひょこと
出てくるためにワーキングメモリーを鍛えるという相乗効果も生じる。
【００５２】
　なお、本考案は、上記実施の形態の構成に限られず、考案の趣旨を変更しない範囲で種
々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態においてはからくり知育汽車１を汽車体
２として説明したが、これに限定されるものでなく、車など車輪を備える玩具であればよ
い。また、からくり知育汽車１は、内部のからくり機構が見えるためにその見た目も美し
く、児童用のみでなく、大人の鑑賞用おもちゃやインテリアなどにも応用できる。
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【符号の説明】
【００５３】
　１　からくり知育汽車
　２　汽車体
　２ａ　筐体部
　２ｂ　前車輪
　２ｂ´，２ｃ´　タイヤ軸
　２ｃ　後車輪
　２ｄ　屋根部
　２ｅ　首振り部
　２ｆ，２ｇ　支持体
　２ｈ　оリング
　２ｉ～２l，２ｅ´　穴部
　２ｎ，２о　ピンギヤ（歯車機構）
　２ｐ，２ｒ　シャフト
　２ｑ，２ｑ´　クランク
　２ｓ　クランクアーム
　２ｔ　クランク軸
　２ｕ　ピストン
　２ｖ　ポールプランジャ（プランジャ）
　２Ａ～２Ｄ　スライダクランク機構
　２Ａ´　クランクシャフト
　３　ペグ棒（知育玩具）
　３ａ　動物ブロック
　３ｂ，３ｃ　孔部
　３ｄ　押し上げ軸
　３ｅ　押上げブロック
　３ｆ　押しバネ
　３ｇ　溝部
　１２　天板
　１５　左側面板
　１５´　透視面
　２１，２２　偏心カム
　２３　カム受け
　２４　ストッパ
　２５　上下軸
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月25日(2017.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　子供の知育効果を図った知育玩具に、からくりおもちゃに用いられるからくり機構を組
み合わせた汽車体であるからくり知育汽車であって、
　前記汽車体は、その内部に、からくり機構として、当該汽車体が有する車輪の回転運動
を、クランクシャフトを用いてピストンの上下方向の往復運動に変換するスライダクラン
ク機構を有し、
　前記知育玩具は、前記ピストンの上下方向の往復運動に連動するからくり機構を有する
、ことを特徴とするからくり知育汽車。
【請求項２】
　前記知育玩具は、略円筒形状のペグ棒を、円形の穴部に着脱可能に挿し込むペグ挿しと
呼ばれる知育玩具であり、
　前記穴部は、前記汽車体の天面に形成され、
　前記ピストンは、前記汽車体の天板を貫通することで当該汽車体の内側から前記穴部の
底面にまで挿通しており、
　略円筒形状の前記ペグ棒は、その内部に、前記ピストンの上端と当接しながら上下方向
の往復運動をするからくり機構を有する、ことを特徴とする請求項１記載のからくり知育
汽車。
【請求項３】
　前記ペグ棒は、その内部に、その上端には動物の顔を模した動物ブロック、その下端に
は円柱形状の押上げブロックが取り付けられる棒状の押し上げ軸が、上下方向に摺動可能
に配置されており、
　前記押上ブロックは、その下面が前記ピストンの上端と当接しており、
　からくり機構として、当該押上ブロックが前記ピストンの上下方向の往復運動に連動す
ることで、前記押し上げ軸の上端に取り付けられた前記動物ブロックが前記ペグ棒の上面
から出現したり隠れたりする、ことを特徴とする請求項２記載のからくり知育汽車。
【請求項４】
　前記汽車体の天板には、その先端が前記穴部の内側面から出るように、プランジャが埋
め込まれ、
　前記ペグ棒は、内部の上下端側の２か所に、円柱状の孔部が形成され、
　下側の前記円柱状の孔部に位置する前記押し上げ軸の外周には、螺旋状の押しバネが通
され、
　前記ペグ棒の下側の外周面には、その周方向に沿ったリング状の溝部が形成され、
　前記ペグ棒を前記穴部に挿し込んだ際には、前記プランジャの先端が、前記溝部に嵌合
される、ことを特徴とする請求項３に記載のからくり知育汽車。
【請求項５】
　前記汽車体は、その筐体部の少なくとも一側面に透明な透視面を有する、ことを特徴と
する請求項２乃至４のいずれか一項に記載のからくり知育汽車。
【請求項６】
　前記汽車体は、その内部に、前記車輪の回転運動を、当該回転運動とは直交する回転方
向に変換するための歯車機構をさらに有し、
　前記クランクシャフトは、前記歯車機構において変換された前記直交する回転方向に回
転するシャフトと、当該回転軸に連結され偏心カム形状の一対のクランクと、前記クラン
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ク及びクランクアームを連結するクランク軸と、を備え、
　前記スライダクランク機構は、前記クランクシャフトと、前記一対のクランクの間にそ
の一端が挟持されて前記クランクと前記ピストンとを結ぶ連結棒である前記クランクアー
ムと、前記クランクアームに動きに応じて上下方向の往復運動をする前記ピストンと、を
備えることを特徴とする請求項２乃至５のいずれか一項に記載のからくり知育汽車。
【請求項７】
　前記からくり知育汽車は、その内部に、複数の前記スライダクランク機構を備え、
　互いに隣り合うスライダクランク機構に備わる偏心カム形状の前記クランクの偏心側の
位相は、９０度ずつ異なるように配置される、ことを特徴とする請求項６記載のからくり
知育汽車。
【請求項８】
　前記からくり知育汽車は、さらに、
　前記汽車体が有する車輪の回転運動に連動し、互いの偏心側の位相が１８０度異なる方
向となるように配置された２つの偏心カムと、
　前記偏心カムの円弧外周面が当接するときに回転するように水平状に設けられた円盤状
のカム受けと、を有するからくり機構を備え、
　前記カム受けには、円弧状の開口部が形成されると共に、当該開口部にはその上端側が
前記汽車体の天板に埋め込み固定されている上下方向に延びた棒状のストッパが通され、
　前記カム受けの回転中心には、上側に延びる柱状の上下軸の下端が接続され、当該上下
軸は前記天板を貫通すると共に、その上端には、略直方体形状の首振り部が取り付けられ
ており、
　当該首振り部の上面には、前記ペグ棒を着脱可能に挿し込むための円形の穴部が形成さ
れる、ことを特徴とする請求項２乃至７のいずれか一項に記載のからくり知育汽車。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、このからくり知育汽車において、前記汽車体は、その内部に、前記車輪の回転運
動を、当該回転運動とは直交する回転方向に変換するための歯車機構をさらに有し、前記
クランクシャフトは、前記歯車機構において変換された前記直交する回転方向に回転する
シャフトと、当該回転軸に連結され偏心カム形状の一対のクランクと、前記クランク及び
クランクアームを連結するクランク軸と、を備え、前記スライダクランク機構は、前記ク
ランクシャフトと、前記一対のクランクの間にその一端が挟持されて前記クランクと前記
ピストンとを結ぶ連結棒である前記クランクアームと、前記クランクアームに動きに応じ
て上下方向の往復運動をする前記ピストンと、を備えることが好ましい。
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